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序

坂城町教育委員会教育長 西沢民雄

同和対策事業農業振興事業に伴 う 「上五明条里水田趾」の調査は、平成6年11月15日 ～11月29

日に実施され ました。調査面積 は、約320m2で あ ります。

調査の結果、仁和4年(888年)に 起 きたとされる千曲川の大洪水の氾濫砂層に、埋没 した水

田趾 を検 出しました。調査面積が狭いこともあり、はっきりとした水田区画は不明であるが、8

区画存在 していたもの と思われます。

本調査 にあたって、調査指導者の森嶋稔先生には、 ご熱心なご指導 をいただ き感謝 申し上げま

す。 また、長野県教育委員会文化課、調査の関係各位はじめ快 く作業に協力 して くださった皆様

方に心か ら御礼申し上げ、序にかえる次第であります。

例 言

1本 書は、長野県埴科郡坂城町上平における同和対策事業農業振興事業に伴 う、発掘調査の報

告書である。

2発 掘調査=は、坂城町農林課より依頼 を受け、坂城町教育委員会が平成6年11月15日 ～11月29

日まで実施 した。整理期間は、平成8年1月8日 ～1月18日 である。

3本 書の執筆 ・編集は、助川が行った。

6本 書及び調査に関する資料は、坂城町教育委員会の責任下において保管されている。
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第1章 発掘調査の経緯

第1節 発掘調査に至る動機 と経緯

上五明条里水田趾は、坂城町上五明、上平に所在 し、標高394m前 後 を測 る千曲川の氾濫源に

よって形成された沖積地であ り、上山田町 との市町村界に位置す る。仁和4(888)年 に起 きた

とされる大洪水の被害を受け、平安時代前半の水田層が一過 性の土砂に被覆 された状態で検出さ

れると考 えられ,る条里水田趾で、以後近世 までの条里遺跡 と考えられている.

今回、坂城町農林課が行 う同和対策事業農業振興事業 に係 る農道新設事業が計画され、遺跡の

破壊が余儀な くされることとなり、長野県教育委員会文化課、坂城町農林課、地元研究者森嶋稔

氏、坂城町教育委員会社会教育課の4者 による保護協議の結果、開発対象地の遺跡の状況確認の

ため、平成6年10月 に試掘調査 を実施す.ることとなった。先行 した試掘調査 によって、平安時代

の水 田面が確認 されたが、調査範 囲が狭 く危険な調査 となる可能性もあったため、直接発掘調査

に切 り変え、条里水田趾の断面観察に主眼をお くことを目的にした発掘調査 を実施 した。

第1図 上五明条里水田趾位置図(125000)
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第2節 調査の構成

平成6年 度発掘調査体制

調査指導者

担当者

調査補助員

調査協力者

(事務局)

教育長

社会教育課長

文化財係長

文化財係

森嶋 稔(日 本考古学協会員、長野県考古学会長、千曲川水系古代文化研究

所主幹)

助川 朋広(坂 城町教育委員会学芸員)

中村久子、萩野れい子、宮尾美代子(以 上、町臨時職員)

青木清、池田輝昭、石井和美、臼井かね、小林巴、島谷久、竹鼻茂、望月武志、

矢島岩太郎、山辺ケサエ、山辺春男(以 上更埴地域シルバー人材センター)

西沢 民雄

塩野入 猛

山崎 政弘

助川 朋広、小平光一、青木卓(嘱 託職員)、 瀬在孝子、天田澄子、塩野入

早苗、春原かずい、高木和子、中村久子、萩野れい子、宮尾美代子(以 上、

町臨時職員)

平成7年 度 整理調査=体制

調査指導者

調査担当者

調査補助員

森嶋 稔

助川朋広

中村久子、萩野れい子、宮尾美代子

(事務局)

教育長

社会教育課云

文化財係長

文化財係

西沢 民:雄

塩野入 猛

小宮山久春

助川 朋広、小平光一、青木卓(嘱 託職員)、 瀬在孝子、天田澄子、塩野入

早苗、春原 かずい、高木和子、中村久子、萩野れい子、宮尾美代子(以 上、

町臨時職員)
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第3節 調査 日誌

試掘調査

10月19日 バックフォーによるトレンチ掘削開始。近世水 田趾より寛永通宝検出。平安時代水田

趾が砂層に被覆 された状態で検出される。

10月20日 平安時代水 田層の畦畔を検出。

本調査

11月15日 本 日より、協力者を加 え本調査開始。 トレンチ壁面の精査及び、一部水 田面の検出を

行 う。

11月16日 水田面の検出継続 し、本 日で掘 り下げを中止。 トレンチ内にてセクション ・平面図の

実測開始。

11月29日 本 日をもって、現地調査終了。

第II章 遺跡の立地 と環境

坂城町は、北信濃の善光寺平を構成する更埴地方の最南端に位置 し、県の東部から北流する千

曲川によって右岸地域 と左岸地域 とに分断されている。この千曲川は、坂城広谷 と呼ばれる沖積

地を形成 し、町の中央部 を流れ、戸倉、上山田の沖積地へ と続いて行 くのである。千曲川右岸に

は、太郎山、鏡台山などの山稜が、屏風のように連な り、中小河川によって複合扇状地が形成さ

れ、左岸地域は大林 山を主峰 とする山稜が続いている。上五明条里水田趾は、坂城町の千曲川左

岸である上五明、上平に所在する沖積地の、古 くは千曲川の回流内部の自然堤防より、西に位置

す るもの と考えられ、平安時代か ら近世にかけての水田趾である。北側には上山田町 との境界が

あ り、上 山田町には力石条里遺構群が存在 し、一帯が古代の水田趾、弥生時代の集落趾 とも考 え

られている。現在の集落が存在する地域は、微高地状 を呈 し、 自然堤防と思われ、遺跡の立地し

ている面は、後背湿地 として、条里的地割 りが行われていたと思われるが、一部を除き圃場整備

によって失われてしまった所が多い。村上地区の古代においては、村上郷に属 し、隣接す る上山

田町 を含んでいたと考 えられ る。千曲川右岸地域が当時坂城郷に属 していたこととはいささか様

相が異なっているのである。この村上地区は中世に村上御厨 とな り、当時の経緯は判然 としない

のではあるが、伊勢神宮所有の神領 となっていた。

古:墳時代後期の古墳 としては、御厨社の裏に所在す る千曲川流域最大の石室 を誇る御厨社古墳

もあり、中世 では村上氏の居館跡が所在 していたなど様々な課題 を提示 し、歴史的には当町の中

でも未知な要素の多い地域である。
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2金 井 西遺跡群(縄 ～平)2-2社 宮神 遺 跡(縄 ～平)8中 之条 遺跡群(縄 ～平)

込山遺 跡群(縄 ～平)30-1込 山A遺 跡(縄 ～平)30-2込 山B遺 跡(縄 ～平)

4込 山D遺 跡(縄 ～平)30-5込 山E遺 跡(縄 ～平)31日 名 沢遺 跡群(弥 ～平)

2丸 山遺 跡(弥 ～平)38村 上氏館 跡(中 世)43栗 田窯 跡(奈 良)44葛 尾城 跡(中 世)

45-1出 浦支群1号 墳(古:墳 後期)46島 遺 跡(弥 ～平)47福 沢古:墳群(古 墳後 期)

期)47-2小 野 沢支群2号 墳:(古:墳 後期)47-3小 野沢支群3号 墳(古:墳 後期)

期)48小 野沢遺 跡(弥 ～平)49福 沢 古墳 群 武堂 支群(古 墳 後期)

安)56栗 田小鍛治跡(中 世)59葛 尾城 根小尾 跡(中 世)60姫 城 跡(中 世)

(古～平)67中 之条 代官所 跡(近 世)78上 五 明条 里 水 田趾(平 ～近)
81福 沢 氏居館跡(近 世)82小 野沢窯 跡(奈 ～平)84荒 宿遺 跡(縄 ～平)

(近世)

50福 泉寺 裏 古:墳(古 墳 後期)

61坂 木代 官所 跡(近 世)

79出 浦遺 跡(縄 ～平)

85網 掛 原遺 跡(縄 ～平)

23四 ツ屋 遺跡群(縄 ～平)30

30-3込 山C遺 跡(縄 ～平)30-

31-1日 名沢 遺跡(弥 ～平)31-

45出 浦 沢古:墳群(古 墳 後期)

47-1小 野沢 支群1号:噴(古:墳 後

47-4小 野 沢 支群4号 墳(古 墳 後

54込 山廃寺 跡(平

62田 町遺 跡群

80村 上 氏 館跡(中 世)

90横 吹北 国街道 跡

第2図 周辺遺跡分布図
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第III章 調査の概要

第1節 調査の方法

本遺跡 の調査=に は、調 査区 の遺構 ・遺物 の正確 な位 置 を記録 で き、 なお周辺 に存在 す る遺 構 ・

遺物の調査 に も整 合 で きるよ うに、VIII系国 家座標 の座 標軸 を基に グ リッ ドを組 んだ。 グ リッ ドは、

200m×200mの 大 グ リッ ドを設 け区画 を行 った。 その 中を40m×40mに25等 分 した中 グ リッ ドを

設定(第4図)し 、北東端 よ り、A・B・C…Y区 とアル ファベ ッ トの大文字 で命名 した。

本 調査区 では、0・S・T・X区 が相 当す る。 さ らに、 その中 グ リッ ドを4m×4mの グ リッ ド

で100区 画 に分 割 し、 南北列 を北 か ら算用数 字で1・2.・3…10、 東 西列 を東 か ら五 十音順 に,

あ ・い ・う … こ とし、各 グ リッ ドの北東交点 を小 グ リッ ドとした。 遺構 外 出土遺物 の取扱 い、
亀

遺構の検 出位置は、この小 グリッ ド単位で行

っ た 。

第2節 基本層序

上五明条里水 田趾の調査 区内では、1層

～XII層 に分け られ、水田層 と水 田溶脱層が

互層 となって、検出された。現代水田面 を加

えると合計5面 の水田面が確認 されている。

V層 は寛永通宝が検出されたことより判明し

た近世に位置づけ られる水 田趾、VII層は中世

に位置づけられると思'われる水田層、X層 は

平安時代前半の仁和4(888)年 に起 きたと

される、大洪水による沈澱砂層(IX層)に 被

覆された状態で検 出された水田趾で、部分的

に調査区内に見られない所 も存在 し、0～20

cmの厚さを測 る。また、その下層には、XII

層が存在 し、平安時代以前の水 田面 とも考 え

られる。

水田趾 という事 もあって、出土遺物がほ と

んどなく、時期決定は難 しい状況であらた。

1層 現代水田床土
II層 にぶい黄榿粘土層(溶脱層)
III層 黄灰色粘土層(水 田層)
N層 明黄褐色粘質土(溶 脱層)
V層 黄灰色粘土層(近 世水田層)
V工層 にぶい黄色粘質土(溶脱層)
V皿層 褐灰色粘質土(中 世水田層)
V皿層 にぶい黄色粘質土(溶脱層)
IX層 褐色砂層(氾 濫砂層)
X層 灰白色粘質土(平 安水田層)
XI層 褐色粘質土
XQ層 灰黄褐色粘質土(水 田層?)

第3図 基 本 土 層 模 式 図

「
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第4図.調 査区設定図(1:4000)
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第IV章 調査の結果

本調査区内から検出された遺構は水田趾で、断面観察により水田趾の状況 を把握する事が主な

目的であった。幅約3.5m、 長さ約140mと いう狭い調査区内において、調査区の断面からは、平

安時代前期の水田趾が8面 検出された。千曲川の通過する善光寺平の埋没水円趾の状況は、平安

時代前期、仁和4(888)年 に起 きた とされる大洪水による被害を受け、一過性の砂層に被覆さ

れる共通点があ り、この褐色砂層に被覆された水剛 止を平安時代前期の水 田趾 と考えた。この水

田玩のあり方は、善光寺平一帯に共通 していて、更級 ・埴科 ・水内 ・高井郡に見 られるという。

調査では、 この水田杜 を一部ではあるが、平面的な調査を実施(A～E区)し 、畦畔の状況な

どを確認 した。

1)第1号 水田趾

調査区の東端に検 出された、第1号 畦畔の東側に所在するであろう水田趾である。第1号 畦畔

は幅約10cm、 水田面からの比高差約10cmで ある。

2)第2号 水田趾

第2号 畦畔 と第3号 畦畔で区画され る水田

趾である。水田趾の規模 としては、非常に小

さい もの と思われ、東西約6.5mを 測 る狭い

水田杜 と思われる。水 田面の状況は概ね平坦

で、後述する水田趾すべてに共通するが、足

跡状の窪みが看取 された。第2号 畦畔は幅約

30cm、 比高差約16cmで ある。

調査近景東より

3)第3号 水 田趾

第3号 畦畔と第4号 畦畔で区画 される水田

杜である。第3号 畦畔は大型の畦畔で、幅約

4.5m、 比高差は約10cm、 第4号 畦畔は幅約

20cm、 比高差は約10cmで ある。第2号 水 田趾

同様東西に約6.5mを 測 る狭い水 田杜 と思わ

れる。水田面の状況は概ね平坦で、後述する

第4号 水田趾中央付近まで、氾濫砂層の被覆 A区2号 水 田趾西より
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第5図 遺構配置図
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第6図 水田趾実測図
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が ない状 態で ある。

4)第4号 水 田趾

第5号 畦畔 と第6号 畦畔 で区画 され る水 田

堤 であ る。第5号 畦畔 は幅約40cm、 比 高差約

8cm、 第6号 畦 畔は幅約30cm、 比 高差約4cm

を測 る。水 田面 の状 況 は概 ね平坦 で、 東西幅

は約14.9mと 思 われ る。

5)第5号 水 田卦:

第6号 畦畔 と第7号 畦畔 で、区画 され る水

田祉 であ る。 第7号 畦畔 は幅 約30cm、 比 高差

10cmを 測 る。水 田面の状況 は概 ね平坦 で、東

西幅約5.6mの 狭 い水 田玩で あ る。

B区6号 畦畔より北西より

6)第6号 水田趾

第7号 畦畔 と第8号 畦畔で、区画される水

田杜である。第8号 畦畔は幅約3.5m、 比高

差約2cmの 大型の畦畔で、畦畔に沿い北走す

る水 口を有す るもの と思われる。水田面の状

況は概ね平坦ではあるが、西側に徐々に下が

る傾向が看取され、東西幅約10.4mで ある。

C区8号 水 田北南より

7)第7号 水田趾

第8号 畦畔 と第9号 畦畔で、区画される水

田趾である。第9号 畦畔は幅約25cm、 比高差

約10cmの 東西方向の畦畔である。水田面の状

況は概ね平坦である。

作業スナップ

8)第8号 水田量

第9号 畦畔から北側に所在する水田趾ではあるが、規模 は不明である。水 田面の状況は、概ね

平坦ではあるが、南側が徐々に下がる傾向が看取される。
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第V章 総 括

調i査によって検出された遺構は、幅約3.5m、 長 さ約140mと いう調査区内ではあったが、平安

時代～現代に至るまでの水 阻趾が合計5層 確認され、平安時代前半に位置するであろう埋没水田

趾が8区 画存在す る可能性を明らかにできた と思われる。水 田趾の規模等詳細は不明であるが、

律令制度によって推進 された条里的な地割 りが、規則性 をもちながらもある面では、不規則であ'

ったことが窺い知れたように思われる。

調査区は上五明条里水 田趾の中でも自在 山の山脚部に近 く、条里的地割 りの最西端に所在する

ためか、規則的に配置して も端部では地割 りが不規則になることも考 えられる。調査面積が狭か

ったこともあり、不確実ではあるが幅約5.6mと 思われる、小 さい水 田趾2面 の検出がそれ を示

唆しているのか もしれない。 また、大畦畔のあり方は約40m間 隔で区割 りされていたと見 られる。

他には、水田の水 口と思われるものもあ り、畦畔に沿っていて、主軸が畦畔と同様 と思われるも

ので、第1号 畦畔と第2号 畦畔の中間と第8号 畦畔の東に所在 していることが確認できた。

平安時代以前の水 田の状況については、明確に捉 えることができなかったが、基本層序の第X

II層が、それ以前の水田趾にあたるもの とも思われ、時期は不明ではあるが、水田趾の存在する

ことが確認できた。また、1点 であるが寛永通宝が検 出され、第V層 が近世の水田層にあたるも

の と思われる。

平安時代前期、千曲川流域 の善光寺平の埋没水 田のあり方は、上流に位置する上山田町及び当

町は比較的浅 く、更埴市では、厚いところで1.5mの 堆積がみられ るようで、下流域に厚 く堆積

する傾向があるようである。本遺跡での傾向を見ると、0～ 約20cmと いうことになる。

今回の調査によって、古代 の村上郷内の律令制における条里的地割 りは、規格制 をもっていた

と考えられていたが、当遺跡においては、条里の端部 ということもあってか、不規則になる傾向

が看取され,たと言える。仁和4(888)年 の大洪水の後、同形態の水田を復 旧したと思われるが、

復旧のされ方あるいは、洪水後の水田区画については中世以降の畦畔が検出できなかったため、

詳細はつかめなかったが当初の目的を果たせ たと言えると思 う。
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